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　はじめに

ハタ科魚類 Serranidae は日本から 33 属 136 種

が 報 告 さ れ て い る（ 岡 本 ほ か，2012； 瀬 能，

2013, 2014; Endo and Kenmotsu, 2013; Koeda et al., 

2015；藤原ほか，2015）．そのうちサラサハタ

Chromileptes altivelis Valenciennes, 1828 は，これま

で国内において沖縄諸島，山口県日本海沿岸，高

知県，和歌山県，駿河湾，相模湾，および小笠原

諸島から記録されていた（瀬能，2013）．アカマ

ダラハタ Epinephelus fuscoguttatus (Forsskål, 1775)

は，これまで国内において八重山諸島と沖縄諸島

からのみ記録されていた（瀬能，2013）．また，

オオスジハタ Epinephelus latifasciatus (Temminck 

and Schlegel, 1842) は，これまで国内において九

州北西岸，相模湾から宮崎県にかけての太平洋岸，

および小笠原諸島から報告されていた（瀬能，

2013）．なお，鹿児島県内においては，サラサハ

タが奄美大島から記録されているが，釣獲された

個体の写真に基づくものであった（藤山，2004）．

また，オオスジハタがいちき串木野市沖，南大隅

町沖から記録されているが，いずれも水中映像に

基づくものであった（久保，2004；榊，2010）．

鹿児島県における魚類相調査の過程で，5 個体

のオオスジハタが大隅半島東岸から得られた．ま

た，2012 年 1 月 4 日に大隅諸島種子島から 1 個

体のサラサハタが，2015 年 8 月 7 日に同島から 1

個体のアカマダラハタが採集された．これらの標

本は鹿児島県における 3 種の標本に基づく初めて

の記録となるとともに，アカマダラハタの北限記

録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Randall and Heemstra (1991)

にしたがった．標準体長は体長と表記した．計測

はノギスを用いて 0.1 mm までおこなった．サラ

サハタ，アカマダラハタ，およびオオスジハタの

生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された鹿児

島県産の標本（記載標本を参照）のカラー写真に

基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方

法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標

本は，鹿児島大学総合研究博物館に保管されてお

り，上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに

登録されている．本研究で用いられている研究機

関略号は以下の通り．KAUM －鹿児島大学総合

研究博物館；SMBL-F －京都大学フィールド科学

教育研究センター瀬戸臨海実験所．なお，サラサ

ハ タ 属 の 学 名 は 瀬 能（2013） に し た が い，

Chromileptes とした．

　結果と考察

Chromileptes altivelis (Valenciennes, 1828)

サラサハタ　（Fig. 1）

鹿児島県から得られたハタ科魚類 3種：
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標本　KAUM–I. 44171，体長 399.0 mm，全長

487.0 mm，鹿児島県大隅諸島種子島西之表市立

山沖（30°37′N, 131°03′E），2012 年 1 月 4 日，刺網，

浜本　撲．

記載　背鰭棘数 10；背鰭軟条数 18；臀鰭棘数 3；

臀鰭軟条数 10；胸鰭軟条数 17；腹鰭棘数 1；腹

鰭軟条数 5；上枝鰓耙数 7；下枝鰓耙数 13．

体各部の体長に対する割合（%）：体高 38.6；

体幅 15.8；頭長 36.4；吻長 6.0；眼窩径 4.8；眼隔

域 幅 4.3； 眼 窩 骨 幅 1.4； 上 顎 長 12.1； 尾 柄 長

13.4； 尾 柄 高 12.5； 背 鰭 前 長 37.0； 臀 鰭 前 長

70.4；腹鰭前長 39.6；背鰭基底長 65.2；背鰭第 1

棘 長 5.3； 背 鰭 第 2 棘 長 10.2； 背 鰭 第 10 棘 長

13.6；背鰭最長軟条長 18.0；臀鰭基底長 19.3；臀

鰭第 1 棘長 3.6；臀鰭第 2 棘長 7.3；臀鰭第 3 棘長

8.6；臀鰭最長軟条長 15.8；尾鰭長 20.3；胸鰭長

24.1；腹鰭長 18.5；腹鰭棘長 10.0．

体は側扁し，尾柄部は強く側扁する．体高は

背鰭第 7 棘起部で最大．体背縁は吻端から眼の上

方にかけて緩やかに上昇し，眼の後方から背鰭第

5 棘起部にかけて急に上昇する．体背縁は背鰭第

5 棘起部から背鰭軟条部基底中央にかけて緩やか

に下降し，そこから尾鰭基底上端にかけてやや急

に下降する．体腹縁は，下顎先端から腹鰭起部に

かけて緩やかに下降し，そこから臀鰭起部にかけ

て体軸とほぼ平行となり，臀鰭起部から尾鰭基底

下端にかけて緩やかに上昇する．胸鰭基底上端は

鰓蓋後端直下より僅かに前方，胸鰭基底下端は背

鰭第 2 棘起部直下にそれぞれ位置する．胸鰭後縁

は丸く，後端は背鰭第 8 棘起部直下に達する．背

鰭起部は腹鰭起部直上より僅かに前方，背鰭基底

後端は臀鰭基底後端直上より後方にそれぞれ位置

する．腹鰭起部は胸鰭第 10 軟条起部直下より僅

かに後方，腹鰭基底後端は背鰭第 4 棘起部直下に

それぞれ位置する．腹鰭最後軟条は体と鰭膜でつ

ながる．たたんだ腹鰭の後端は背鰭第 9 棘起部直

下に達する．臀鰭起部は背鰭第 3 軟条起部直下，

臀鰭基底後端は背鰭第 6 軟条起部直下にそれぞれ

位置する．尾鰭は円形．眼と瞳孔はともに正円形．

鼻孔は 2 対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼

の前縁前方に位置する．前鼻孔は正円形を呈し，

後鼻孔は背腹方向に長い裂孔状．前鼻孔後縁に皮

弁をそなえる．口は端位で，上顎後端は眼の中央

直下を越えるが後端直下に達しない．下顎は上顎

より前方に突出する．両唇は厚い．前鰓蓋骨後縁

は鋸歯状．前鰓蓋骨下縁と鰓蓋後縁は円滑．肛門

Fig. 1. Fresh specimen of Chromileptes altivelis. KAUM–I. 44171, 399.0 mm standard length, Tanega-shima island, Osumi Islands, 
Kagoshima Prefecture.
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は体の中央より後方，臀鰭起部前方に位置し，正

円形．上顎，鋤骨，口蓋骨，および下顎には小円

錐歯が密生し，絨毛状となる．体は細かく剥がれ

にくい円鱗に被われるが，両唇と胸鰭腋部は無鱗．

側線は完全で，鰓蓋後部上方から尾鰭基底部にか

けて体背縁と平行にはしる．

色彩　体は一様に淡褐色を呈し，胸鰭を除く

各鰭と体には瞳孔とほぼ同大かそれより小さい黒

色斑が散在する．背鰭，腹鰭，臀鰭，および尾鰭

は桃色を呈し，背鰭軟条部，臀鰭軟条部，および

尾鰭の縁辺部は鶯色．胸鰭は淡い桃色を呈し，後

部は暗い茶褐色．瞳孔は青みがかった黒色．

分布　インド・ニコバル諸島からニューカレ

ドニアにかけてのインド・西太平洋に分布する

（Lee, 1990; Randall and Heemstra, 1991; Heemstra 

and Randall, 1993, 1999； 瀬 能，1997a, 2013）． 日

本国内では山口県日本海沿岸，小笠原諸島，相模

湾，駿河湾，和歌山県，高知県，奄美大島，およ

び沖縄諸島（沖縄島，伊江島，慶良間諸島）から

記録されており（座間・藤田，1977；菅野ほか，

1980； 瀬 能，1997a； 藤 山，2004；Senou et al., 

2006；瀬能，2013），本研究によって大隅諸島種

子島における分布も確認された．

備考　種子島産の標本は，体が側扁し，体背

縁が眼の後方から急に上昇すること，背鰭棘数が

10 であること，尾鰭後縁が丸みを帯びること，

後鼻孔が背腹方向に長い裂孔状であること，鋤骨

歯を有すること，前鰓蓋骨下縁が円滑であること

などが Randall and Heemstra (1991) や Heemstra and 

Randall (1993, 1999)， 瀬 能（2013） の 報 告 し た

Chromileptes altivelis の標徴とよく一致したため，

本種と同定された．なお，サラサハタ属は本種 1

種のみで構成される（Randall and Heemstra, 1991; 

Heemstra and Randall, 1993）．

Kamohara (1942) は和歌山県東牟婁郡串本町の

市場に水揚げされた全長 420 mm の本種を日本か

ら初めて報告し，和名サラサハタを提唱した．そ

の後，Kamohara (1959) は高知市の市場に水揚げ

された全長450 mmのサラサハタを，具志堅（1972）

と Katayama (1974) は沖縄県で漁獲された本種を

それぞれ報告した．工藤・岡部（1991）は三浦半

島南西部におけるサラサハタの分布を報告した．

また，益田・小林（1994）はサラサハタを伊豆半

島近海で撮影された水中写真に基づき報告し，瀬

能（1997a）は慶良間諸島と伊豆半島において撮

影された本種の水中写真を報告した．藤山（2004）

は本種を奄美大島で釣獲された個体の写真に基づ

き報告し，過去には多くの個体数が同島に生息し

ていたことを示唆した．三宅ほか（2006）は高知

県幡多郡大方町井の岬でヤスにより捕獲された体

長 378.0 mm のサラサハタ 1 個体を報告した．河

野ほか（2011）は山口県下関市蓋井島賢女ノ鼻沖

の水深 65 m から体長 330 mm のサラサハタ 1 個

体が釣獲されたことを報告した．三浦（2012）は

中城湾から得られた体重 2.1 kg のサラサハタを報

告すると同時に，本種が沖縄島においてクチ

グヮーミーバイと称され，釣獲されることを報告

した．このように，これまでサラサハタの鹿児島

県における標本に基づく報告はなく，記載標本は

本種の標本に基づく鹿児島県からの初めての記録

となる．

Epinephelus fuscoguttatus (Forsskål, 1775)

アカマダラハタ　（Fig. 2A）

標本　KAUM–I. 78107, 体 長 475.0 mm， 全 長

560.0 mm，鹿児島県大隅諸島種子島熊毛郡中種

子 町 坂 井 熊 野 漁 港（31°27′47″N, 130°57′55″E），

2015 年 8 月 7 日，釣り，鏑木紘一．

記載　背鰭棘数 11；背鰭軟条数 13；臀鰭棘数 3；

臀鰭軟条数 8；胸鰭軟条数 18；腹鰭棘数 1；腹鰭

軟条数 5；縦列鱗数 105；上枝鰓耙数 10；下枝鰓

耙数 20．

体各部の体長に対する割合（%）：体高 39.4；

体幅 23.4；頭長 40.6；吻長 10.0；眼窩径 4.8；眼

隔域幅 7.0；眼窩骨幅 4.8；上顎長 21.4；尾柄長

12.7； 尾 柄 高 11.5； 背 鰭 前 長 38.8； 臀 鰭 前 長

73.9；腹鰭前長 40.2；背鰭基底長 54.1；背鰭第 1

棘長 5.1；背鰭第 2 棘長 9.7；背鰭第 3 棘長 11.8；

背鰭第 4 棘長 10.9；背鰭第 5 棘長 12.1；背鰭第 6

棘 長 12.1； 背 鰭 第 7 棘 長 12.1； 背 鰭 第 8 棘 長

10.4；背鰭第 9 棘長 10.7；背鰭第 10 棘長 9.9；背
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鰭第 11 棘長 9.8；背鰭最長軟条長 13.8；臀鰭基底

長 16.1；臀鰭第 1 棘長 3.2；臀鰭第 2 棘長 6.0；臀

鰭第 3 棘長 8.8；臀鰭最長軟条長 14.8；尾鰭長

19.9；胸鰭長 19.7；腹鰭長 17.2；腹鰭棘長 8.8．

体は前後方向に長い卵型でやや側扁し，尾柄

部で強く側扁する．体高は背鰭第 3 棘起部で，体

幅は胸鰭基底上端上方でそれぞれ最大．体背縁は

吻端から眼の上方にかけて緩やかに上昇し，眼の

後方でやや凹み，項部で盛り上がり，そこから背

鰭第 5 棘起部にかけて緩やかに上昇する．体背縁

は背鰭第 5 棘起部から尾鰭基底上端にかけて緩や

かに下降する．体腹縁は，下顎先端から肛門前方

にかけて緩やかに下降し，そこから尾鰭基底下端

までやや急に上昇する．背鰭起部は鰓蓋後端より

僅かに前方，背鰭基底後端は臀鰭基底後端より後

方にそれぞれ位置する．背鰭軟条は第 7 軟条が最

長．胸鰭基底上端は鰓蓋後端より前方に，胸鰭基

底下端は腹鰭起部より僅かに前方にそれぞれ位置

Fig. 2. A: Fresh specimen of Epinephelus fuscoguttatus. KAUM–I. 78107, 475.0 mm standard length (SL), Tanega-shima island, Osumi 
Islands, Kagoshima Prefecture, southern Japan. B: Fresh specimen of E. polyphekadion, KAUM–I. 58722, 232.0 mm SL, Okinawa-jima 
island, Okinawa Islands, Okinawa Prefecture, southern Japan.
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する．胸鰭後縁は丸く，後端は背鰭第 6 棘起部直

下に達する．腹鰭起部は背鰭起部より前方，腹鰭

基底後端は背鰭第 2 棘起部直下にそれぞれ位置す

る．たたんだ腹鰭の後端は背鰭第 5 棘起部直下に

達する．腹鰭最後の軟条は体と鰭膜でつながる．

臀鰭起部は背鰭第 1 軟条起部直下，臀鰭基底後端

は背鰭第 10 軟条起部直下にそれぞれ位置する．

臀鰭軟条は第 5 軟条が最長．尾鰭の後縁は丸みを

帯びる．眼と瞳孔はともに正円形．鼻孔は 2 対で

前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に

位置する．前鼻孔は背腹方向に長い楕円形を呈し，

後鼻孔は正円形．口は端位で口裂は大きく，上顎

後端は眼の後縁直下よりはるか後方に位置する．

下顎は上顎より前方に突出する．両唇は厚い．前

鰓蓋骨後縁は細かい鋸歯状．前鰓蓋骨下縁と鰓蓋

後縁は円滑．鰓蓋後部に 2 棘がある．肛門は体の

中央より後方，臀鰭起部前方に位置し，正円形．

体は細かく剥がれにくい円鱗に被われるが，両唇

と胸鰭腋部は無鱗．側線は完全で，鰓蓋後部上方

から尾鰭基底部にかけて体背縁と平行にはしる．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体は明るい黄土色で，

体背面から体側上部にかけてはやや暗い茶色．体

側には瞳孔より小さい焦げ茶色の斑点が密在し，

網目模様を形成する．胸部と顎部腹面の斑点は赤

褐色．背鰭基底部から体腹面にかけて，眼よりは

るかに大きい茶色がかった黒色斑点が複数はい

る．尾柄部には背縁と腹縁に 1 つずつ眼より大き

い茶褐色斑がはいる．背鰭軟条部縁辺は黄土色で，

不規則な茶褐色斑が多数はいる．胸鰭は赤褐色で，

基底部で黄褐色を呈し，焦げ茶色の斑点が多数は

いり，網目模様を形成する．腹鰭と臀鰭は黄緑が

かった黄土色を呈し，瞳孔とほぼ同大の黒褐色の

斑点が多数はいり，網目模様を形成する．尾鰭は

黄土色を呈し，瞳孔より小さい茶褐色斑点が多数

はいり，網目模様を形成する．虹彩は赤みがかっ

た黄土色を呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　日本国外ではマダガスカル，アフリカ

東岸，セーシェル，紅海，モルジブ，インド，タ

イ湾，インドネシア，マレーシア，フィリピン，

台湾，マリアナ諸島，マーシャル諸島，オースト

ラリア北岸からサモアにかけての西太平洋から報

告 が あ る（Randall and Heemstra, 1991; Heemstra 

and Randall, 1993, 1999；瀬能，1997b, 2013; Wang, 

2011; Ambak et al., 2012）．国内では沖縄諸島，八

重山諸島から記録されており（瀬能，2013），本

研究により，大隅諸島種子島における分布も確認

された．

備考　種子島産標本は，背鰭棘数が 11 である

こと，背鰭軟条数が 13 であること，尾鰭後縁が

丸みを帯びること，前鰓蓋骨下縁が円滑であるこ

となどが Randall and Heemstra (1991) や Heemstra 

and Randall (1993, 1999) の定義した Epinephelus 属

の特徴と一致した．また，体側と胸鰭に，瞳孔よ

り小さい焦げ茶色の斑点が密在し，網目模様を形

成すること，尾柄上部に黒斑を有すること，頭部

背縁が眼の後方で僅かに凹み，項部が盛り上がる

こと，胸鰭の地色が赤褐色を呈すること，第 1 鰓

弓総鰓耙数が 30 であること，体が円鱗で被われ

る こ と な ど が Randall and Heemstra (1991) や

Heemstra and Randall (1993, 1999)， 瀬 能（2013）

の報告した Epinephelus fuscoguttatus の標徴とよく

一致したため，本種と同定された．

アカマダラハタ（Fig. 2A）は尾柄上部に黒斑

を有すること，体側と胸鰭に瞳孔より小さい斑点

が密在し，網目模様を形成することなどでマダラ

ハタ E. polyphekadion (Bleeker, 1849)（Fig. 2B）と

酷似するが，頭部背縁が眼の後方で凹み，項部で

盛り上がること（マダラハタでは頭部背縁は滑ら

かで丸い），生鮮時，胸鰭の地色が，赤褐色（淡

色または暗色）であることから識別される（瀬能，

2013; Fig. 2）．

Epinephelus fuscoguttatus は吉野ほか（1975）に

よって琉球列島に分布するとされ，和名アカマダ

ラハタが提唱されたが，彼らは詳細な産地や根拠

となった標本については言及していない．その後，

益田ほか（1975）は本種を石垣島近海から得られ

た体長 343.6 mm の 1 個体（SMBL-F 73294）に基

づき報告した．また，喜屋武（1991）は沖縄島近

海から得られたアカマダラハタを食べたことによ

るシガテラ中毒事例を報告し，大城・佐久川（2009）

は沖縄諸島瀬底島から得られた本種でも同様の事

例を報告した．三浦（2012）は沖縄島中城湾で得
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られた 11.4 kg の本種 1 個体を報告した．したがっ

て，これまでアカマダラハタの国内における分布

域は沖縄諸島と八重山諸島に限られており（瀬能，

2013），記載標本は鹿児島県におけるアカマダラ

ハタの標本に基づく初めての記録となると同時

に，本種の分布の北限を約 490 km 更新したこと

になる．

比較標本　 マ ダ ラ ハ タ Epinephelus polyphe-

kadion，KAUM–I. 58722, 体 長 232.0 mm， 全 長

290.0 mm，沖縄県糸満市近海（糸満お魚センター

で購入），2013 年 12 月 31 日，桜井　雄．

Epinephelus latifasciatus (Temminck and Schlegel, 1842)

オオスジハタ　（Fig. 3; Table 1）

標本　5 個体（体長 150.0–459.0 mm）：KAUM–

I. 30773，体長 160.1 mm，全長 200.3 mm，鹿児島

県志布志市志布志湾（31°38′N, 131°14′E），水深

100–120 m，2010 年 7 月 7 日，底曳網，荻原豪太・

山 下 真 弘・ 大 橋 祐 太；KAUM–I. 30961， 体 長

162.1 mm， 全 長 203.0 mm，KAUM–I. 30962， 体

長 150.0 mm，全長 185.6 mm，鹿児島県志布志市

志 布 志 湾（31°38′N, 131°14′E）， 水 深 70–100 m，

2010 年 7 月 8 日，底曳網，荻原豪太・山下真弘・

大橋祐太；KAMU–I. 31344，体長 179.8 mm，全

長 220.5 mm， 鹿 児 島 県 志 布 志 市 志 布 志 湾

（31°38′N, 131°14′E）， 水 深 70–100 m，2010 年 7

月 22 日，底曳網，荻原豪太・吉田朋弘；KAUM–

I. 73136，体長 459.0 mm，全長 562.0 mm，鹿児島

県肝属郡肝付町内之浦宇宙空間観測所南方約 6.5 

km（31°12′59″N, 131°09′06″E；内之浦漁港にて購

入），水深 95 m，2015 年 5 月 27 日，旋網，畑　

晴陵・小枝圭太．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1 に示した．体は前後方向に長い長楕円

形でやや側扁し，体高は背鰭第 4 棘起部で最大．

体背縁は吻端から尾鰭基底上端にかけて背鰭第 6

棘起部を頂点とした緩やかな弧を描く．体腹縁は

下顎先端から腹鰭起部にかけて緩やかに下降し，

そこから尾鰭基底下端にかけて緩やかに上昇す

る．胸鰭基底上端は鰓蓋後端より前方，胸鰭基底

下端は腹鰭第 2–4 軟条基底直上にそれぞれ位置す

る．胸鰭後縁は丸みを帯び，後端は背鰭第 7–8 棘

基底直下に達するが，肛門には達しない．腹鰭起

部は胸鰭基底上端より僅かに前方，腹鰭基底後端

は背鰭第 2–3 棘基底直下にそれぞれ位置する．た

たんだ腹鰭の後端は背鰭第 5–6 棘基底部直下に達

する．腹鰭最後の軟条は体と鰭膜でつながる．背

Fig. 3. Fresh specimens of Epinephelus latifasciatus. A. KAUM–I. 30773, 160.1 mm standard length (SL); B. KAUM–I. 30961, 162.1 
mm SL; C. KAUM–I. 31344, 179.8 mm SL; D. KAUM–I. 73136, 459.0 mm SL, east coast of Osumi Peninsula, Kagoshima Prefecture, 
southern Japan.
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鰭起部は腹鰭基底後端直上より僅かに前方，背鰭

基底後端は臀鰭基底後端直上より後方にそれぞれ

位置する．臀鰭起部は背鰭第 1 軟条起部直下，臀

鰭基底後端は背鰭第 8–9 軟条基底直下にそれぞれ

位置する．尾鰭の後縁は丸みを帯び，中央部は後

方に膨出する．眼と瞳孔はともに前後方向に長い

楕円形．鼻孔は 2 対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近

接し，眼の前縁前方に位置する．前鼻孔は背腹方

向に長い楕円形を呈し，後縁に皮弁をそなえる．

後鼻孔は前後方向に長い楕円形．口は端位で，口

裂は大きく，上顎後端は眼の後端直下より僅かに

後方に達する．下顎は上顎より前方に突出する．

両唇は厚い．前鰓蓋骨後縁は細かい鋸歯状を呈し，

屈曲部の鋸歯は鋭く，顕著．前鰓蓋骨下縁は円滑．

鰓蓋後縁は円滑で，胸鰭基底上方で後方に突出す

る．鰓蓋後部に 2 棘がある．肛門は体の中央より

後方，臀鰭起部前方に位置し，正円形．体は細か

く剥がれにくい円鱗に被われるが，両唇と胸鰭腋

部は無鱗．側線は完全で鰓蓋後部上方から尾鰭基

底部にかけて体背縁と平行にはしる．

色彩　 生 鮮 時 の 小 型 個 体（ 体 長 150.0–179.8 

mm; Fig. 3A–C）の色彩 ― 体には瞳孔径よりも細

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Epinephelus latifasciatus from Kagoshima 
Prefecture, Japan.

KAUM–I. 
30962

KAUM–I. 
30773

KAUM–I. 
30961

KAUM–I. 
31344

KAUM–I. 
73136

Standard length (mm) 150.0 160.1 162.1 179.8 459.0
Counts
  Dorsal-fin spines 11 11 11 11 11
  Dorsal-fin rays 12 13 12 12 12
  Anal-fin spines 3 3 3 3 3
  Anal-fin rays 8 8 8 8 8
  Pectoral-fin rays 18 19 19 18 18
  Pelvic-fin spines 1 1 1 1 1
  Pelvic-fin rays 5 5 5 5 5
  Upper gill rakers 8 9 11 8 8
  Lower gill rakers 15 15 15 15 15
  Total gill rakers 23 24 26 23 23
Measurements
  Body depth 32.3 damaged damaged 34.2 31.9
  Body width 15.7 16.4 17.0 17.6 22.0
  Head length 38.7 39.7 39.4 39.5 40.9
  Snout length 8.6 9.2 9.0 9.5 10.6
  Orbit diameter 6.2 6.1 6.0 5.8 5.3
  Interorbital width 6.7 6.5 6.7 6.2 7.5
  Suborbital depth 3.0 3.0 2.9 3.4 3.7
  Upper-jaw length 18.0 18.6 18.7 18.1 19.2
  Caudal-peduncle depth 10.6 11.2 11.1 10.7 12.2
  Caudal-peduncle length 6.2 18.7 18.3 18.8 19.4
  Pre-dorsal-fin length 35.5 35.9 37.3 35.6 37.4
  Pre-anal-fin length 66.6 67.3 68.9 66.9 69.5
  Pre-pelvic-fin length 34.6 35.2 35.6 35.8 37.7
  Dorsal-fin base 56.5 57.7 54.7 56.2 54.5
  1st dorsal-fin spine length 5.6 4.5 6.3 5.5 4.0
  2nd dorsal-fin spine length 11.7 damaged 11.9 11.8 9.0
  3rd dorsal-fin spine length 13.8 damaged 13.8 14.1 9.9
  11th dorsal-fin spine length 10.5 10.4 10.6 10.7 damaged
  Longest dorsal-fin ray length 16.1 16.2 16.6 17.2 13.0
  Anal-fin base 16.6 16.7 15.8 16.6 14.8
  1st anal-fin spine length 3.9 3.8 4.1 3.9 1.6
  2nd anal-fin spine length 9.4 9.0 9.7 9.2 5.7
  3rd anal-fin spine length 10.3 8.9 10.0 9.8 8.6
  Longest anal-fin ray length 17.8 17.4 17.8 16.5 15.8
  Caudal-fin length 23.4 24.7 24.5 22.5 20.3
  Pectoral-fin length 20.5 22.5 21.7 23.1 18.8
  Pelvic-fin length 18.8 20.1 17.8 16.7 15.9
  Pelvic-spine length 10.8 11.6 10.0 9.8 9.3



154

Nature of Kagoshima Vol. 42, Mar. 2016 RESEARCH ARTICLES

い 4 本の黒色縦帯が入る．上から数えて 1 本目は

眼の上方から始まり，体軸とほぼ平行にはしり，

鰓蓋上端上方から背鰭第 10 または 11 棘基部に至

る．2 本目は吻端から鰓蓋上部の棘のうち，最上

のものにかけてはいり，そこから背鰭軟条部基底

中央に至る．3 本目は下顎先端の僅か後方から始

まり，鰓蓋後端を通り，尾鰭基底中央よりも僅か

上方に至る．4 本目は 3 本目の始部よりも後方か

ら始まり，尾鰭基底下端に至る．体は，体背面か

ら 1 本目の黒色縦帯にかけてと，2 本目と 3 本目

の間は鶯色．1 本目と 2 本目の間と，3 本目と 4

本目の間は灰白色．4 本目から体腹面にかけては

3 本目と 4 本目の間よりもやや暗い灰色．背鰭，

腹鰭，胸鰭，臀鰭，および尾鰭は灰白色．背鰭各

棘鰭膜にはほぼ瞳孔大の黒色斑がはいる．背鰭軟

条部と尾鰭には円形または前後方向に長い楕円形

黒色斑が散在する．

生 鮮 時 の 大 型 個 体（KAUM–I. 73136， 体 長

459.0 mm; Fig. 3D）の色彩 ― 体は一様に暗い消

炭色を呈し，体の前部ではやや茶色がかり，後部

では緑色がかる．体側には前鼻孔とほぼ同大の黒

色斑が 3 列に並ぶ．1 列目は眼の上部後方から始

まり，鰓蓋上方に鰓蓋上縁と並行したのち，体背

縁と平行にはしる．背鰭第 5 棘起部直下付近で下

方に曲がり，背鰭第 5 棘起部と 6 棘起部の間で再

び上昇し，背鰭第 9 棘起部に至る．2 列目は前鰓

蓋骨後縁上端から始まり，鰓蓋後縁へやや下降し

たのち，鰓蓋後方から再び上昇し，背鰭第 7 軟条

起部に至る．3 列目は，鰓蓋後端から尾鰭基底中

央よりやや上方にかけてほぼ直走し，尾柄部で側

線と交差したのち，尾鰭基底に達する．背鰭，臀

鰭，および尾鰭は一様に暗い茶褐色．背鰭各棘鰭

膜にはほぼ瞳孔大の黒色斑がはいる．背鰭軟条部

と尾鰭には瞳孔と同大黒色斑が散在する．胸鰭は

一様に黒色．腹鰭は暗い茶褐色を呈し，基底部付

近は白色．虹彩は鈍い金色を呈し，瞳孔は青みが

かった黒色．

分布　日本国外では紅海，ペルシャ湾，オマー

ン，パキスタン，インド，ベトナム，香港，中国・

上海，台湾，韓国，マレーシア，インドネシア・

ボルネオ島，およびオーストラリア北西岸から記

録 さ れ て い る（Lee, 1990; Randall and Heemstra, 

1991; Heemstra and Randall, 1993, 1999; Wang, 2011; 

Ambak et al., 2012；瀬能，2013）．国内では九州

北西岸，相模湾から宮崎県にかけての太平洋沿岸，

小笠原諸島（瀬能，2013），および鹿児島県本土（久

保，2004；榊，2010；本研究）から記録されてい

る．

備考　鹿児島県産の標本は，背鰭棘数が 11 で

あること，背鰭軟条数が 12–13 であること，尾鰭

後縁が丸みを帯びること，前鰓蓋骨下縁が円滑で

あ る こ と な ど が Randall and Heemstra (1991) や

Heemstra and Randall (1993, 1999) の 定 義 し た

Epinephelus 属の特徴と一致した．側線有孔鱗数

が 56 であること，体が円鱗で被われること，体

に黒色斑が列状に並ぶこと，背鰭軟条数が 12 で

あること，臀鰭軟条数が 8 であること，尾鰭後縁

が丸みを帯びることなどが Randall and Heemstra 

(1991) や Heemstra and Randall (1993, 1999)，瀬能

（2013）の報告した Epinephelus latifasciatus の標

徴とよく一致したため，本種と同定された．

本研究によって，オオスジハタの体幅の体長

に占める割合は成長に伴い大きくなり，眼窩径と

腹鰭前長の体長に占める割合は小さくなることが

示された．オオスジハタは，成長に伴い体色と模

様が大きく変化することがしられており（Randall 

and Heemstra, 1991; Heemstra and Randall, 1993, 

1999；瀬能，2013），本研究においても，オオス

ジハタの色彩に関して，成長に伴い黒色縦帯が不

明瞭な黒色斑点の列となり，体色が鶯色と灰白色

から一様に消炭色に変化することが観察された．

こ れ ら の 変 化 は Randall and Heemstra (1991) や

Heemstra and Randall (1993, 1999)， お よ び 瀬 能

（2013）の報告したものと一致した．なお，これ

らの報告によると，老成魚では黒色点列は消失し，

体は一様に灰色となる．

Epinephelus latifasciatus は長崎から得られた個

体に基づき Temminck and Schlegel (1843) によっ

て Serranus latifasciatus として記載され，Jordan et 

al. (1913) によって，和名オオスジハタが提唱さ

れた．その後，オオスジハタは山口県下関市

（Katayama, 1960），長崎県佐世保市相浦（道津・
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冨山，1967），神奈川県三浦市三崎（Katayama, 

1960），静岡県沼津市（Katayama, 1960），和歌山

県西牟婁郡白浜町沖（望月，1985），日高郡みな

べ 町（ 池 田・ 中 坊，2015）， 田 辺 市（Katayama, 

1960； 池 田・ 中 坊，2015）， 高 知 県 高 知 市 沖

（Katayama, 1960；大河，2014），御畳瀬（瀬能，

1997c），宮崎県延岡市土々呂（Katayama, 1960），

および小笠原諸島（倉田ほか，1971）などから報

告されている．また，鹿児島県においては，久保

（2004）が肝属郡南大隅町根占沖に設置された漁

礁において，榊（2010）がいちき串木野市沖に設

置された漁礁において，ともに水中テレビロボッ

トによって撮影された水中映像に基づきオオスジ

ハタを報告した．しかし，これらの報告は標本に

基づくものではないため，本報告が鹿児島県にお

けるオオスジハタの標本に基づく初めての記録と

なる．
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